
 

 
令和元年 11 月 12日 

各      位 

会 社 名    株式会社ムロコーポレーション 

代表者名     代表取締役社長 室 雅文 

（ＪＡＳＤＡＱ・コード 7264） 

問合せ先  

役職・氏名 執行役員管理本部長 山口 誉 

電 話  028－667－7122 

業績予想の修正に関するお知らせ 

最近の業績動向を踏まえ、令和元年５月 10日に公表した業績予想を下記の通り修正いたしましたのでお知

らせいたします。 

記 

１．連結業績予想について 

 令和２年３月期第２四半期（累計）（平成 31年４月１日～令和元年９月 30日） 

                                      （単位：百万円） 

 売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 親会社株主に帰属する

四 半 期 純 利 益 

1 株当たり四半期純利益 

前回予想（Ａ） 

11,303 1,012 1,071 769 

円  銭 

      124.43 

今回発表予想（Ｂ） 10,765  705  713  486        80.03    

増減額（Ｂ－Ａ） △537 △306 △358 △283 - 

増 減 率 △4.8 △30.3 △33.4 △36.8 - 

（ご参考）前期第２四半期実績 

（2019 年３月期第２四半期） 

 

10,219 

 

1,153 

 

1,390 

 

1,011 

 

163.55 

 

２．連結業績予想について 

 令和２年３月期通期（累計）（平成 31年４月１日～令和２年３月 31日） 

                                      （単位：百万円） 

 売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 親会社株主に帰属する

当 期 純 利 益 

1 株当たり当期純利益 

前回予想（Ａ） 

22,911 2,128 2,249 1,596 

円  銭 

     258.03 

今回発表予想（Ｂ） 21,902  1,331  1,440  944        155.40    

増減額（Ｂ－Ａ） △1,008 △797 △809 △652 - 

増 減 率 △4.4 △37.5 △36.0 △40.9 - 

（ ご 参 考 ） 前 期 実 績 

（ 2019 年３月期） 

 

20,368 

 

2,030 

 

2,408 

 

1,741 

 

281.53 

 

 



 

３． 個別業績予想について 

令和２年３月期第２四半期（累計）（平成 31年４月１日～令和元年９月 30日） 

                                      （単位：百万円） 

 売 上 高 経 常 利 益 四 半 期 純 利 益 1 株当たり四半期純利益 

前回予想（Ａ） 

8,839 861 594 

円  銭 

       96.09 

今回発表予想（Ｂ） 8,312  517 359  59.21   

増減額（Ｂ－Ａ） △526 △343 △234 - 

増 減 率 △6.0 △39.9 △39.5 - 

（ご参考）前期第２四半期実績 

（ 2019 年３月期第２四半期） 

 

8,530 

 

1,076 

 

748 

 

121.03 

 

４． 個別業績予想について 

令和２年３月期通期（累計）（令和元年４月１日～令和２年３月 31日） 

                                      （単位：百万円） 

 売 上 高 経 常 利 益 当 期 純 利 益 1 株当たり当期純利益 

前回予想（Ａ） 

17,982 1,902 1,313 

円  銭 

      212.27 

今回発表予想（Ｂ） 17,229  1,234 850  140.03   

増減額（Ｂ－Ａ） △752 △667 △462 - 

増 減 率 △4.2 △35.1 △35.2 - 

（ ご 参 考 ） 前 期 実 績 

（ 2019 年３月期） 

 

17,236 

 

2,008 

 

1,471 

 

237.81 

 

５． 修正の理由 

（連結業績） 

令和２年３月期第２四半期連結累計期間の連結業績予想につきましては、中国・欧州・東南アジア諸

国等の景気が低迷したことと日本国内も消費税増税の駆込み需要も弱く低調に推移したことなどにより、

令和元年５月10日に公表いたしました予想に対し、売上高は4.8％減少となりました。営業利益は売上減

少に伴う目減りに加え、原材料費の値上りとスクラップ価格の下落、人件費・減価償却費の増加等によ

り30.3％減少しました。経常利益は、円高による為替差損102百万円が発生し、33.4％減少しました。結

果、親会社株主に帰属する四半期純利益は、36.8%減少しました。 

以上のように前回発表を下回る見込みとなりましたので、業績予想を修正いたします。また通期連結

業績予想につきましても、上期の状況と依然不透明な世界経済の先行き懸念から修正を行うものです。 

   （個別業績） 

     令和２年３月期第２四半期累計期間の個別業績予想につきましては、令和元年５月10日に公表いたし

ました予想に対し、連結業績と同様の要因により売上高が減少し、原材料高等に伴うコスト増加により

営業利益が減少し、円高による為替差損により経常利益及び四半期純利益が減少しました。 

以上のように前回発表を下回る見込みとなりましたので、業績予想を修正いたします。また通期個別

業績予想につきましても、同様の理由により修正を行うものです。 

 

(注) 上記に記載した予想数値は、現時点で入手可能な情報に基づき判断した見通しであり、多分に不確定 

要素を含んでおります。実際の業績等は、業況の変化等により、上記予想数値と異なる場合があります。 

 

以 上  


